
相澤病院医学雑誌 Medical Journal of Aizawa Hospital 投稿規程 

 

 

（記載内容等） 

第１条 相澤病院医学雑誌（以下「本誌」という）は医学・医療に関する総説，原著論

文，症例報告，短報，業績記録，院内学会セミナー等の報告などを掲載する． 

  ２ 本雑誌は毎年 1回 7月に発行し，原稿締め切りは同年 1月末とする． 

 

（投稿資格） 

第２条 本誌への投稿は社会医療法人財団慈泉会の職員であることを原則とし，編集委

員会から投稿を依頼することができる． 

 

（倫理的配慮） 

第３条 患者情報の記載のある論文については，患者のプライバシーに十分配慮した上

で執筆する．また，症例報告は原則として対象者の同意を得て執筆・投稿する． 

  ２ 投稿論文の内容に関し，共著者を含めた全著者の当該論文に関する利益相反に

関する事項について利益相反記載様式を用いて開示し，投稿論文とともに提出

しなければならない．開示内容は，掲載論文の末尾に記載し公表する．利益相

反開示事項がない場合は，末尾に「本論文に関して，開示すべき利益相反状態

は存在しない」の文言が記載される． 

  ３ 編集委員会は，論文が十分に倫理的配慮をされていることを確認して掲載する

こと． 

４ 編集委員会は必要に応じて，著者に慈泉会の臨床研究倫理審査委員会に諮問す

ることを要請することができる． 

 

（著作権等） 

第４条 著者の論文への責任および著作権譲渡の確認のため，別紙の投稿承諾書に必要

事項を記入し自筆による署名をして投稿論文に添付する． 

  ２ 本誌に掲載された論文の著作権は，社会医療法人財団慈泉会相澤病院に帰属す

る．また，本誌に掲載された論文はオンライン公開される． 

 

（投稿内容） 

第５条 社会医療法人財団慈泉会相澤病院において行われた医学研究・医療・看護・講

演会ならびに病院運営等に関する研究を対象とする． 

１） 総説 

２） 原著論文（医学・医療上の諸テーマに関する論文） 



３） 症例報告（臨床上興味ある症例や事例，研修医論文） 

４） 短報（学会発表を論文様式で報告したもの等） 

５） 研究紹介 

６） 学会・講演・セミナー等の報告（イエローページ：話題トピックス，書評，学

会参加印象記等） 

７） その他，CPC 報告，病院の運営，活動紹介など編集委員が掲載に値すると認

める論文 

 

（執筆様式） 

第６条 原稿の形式は，表紙，抄録（英文 400 words以内または和文 600字以内），本

文，引用文献，表，図の説明，図の順とする．表紙から図まで，全てを通じた

通しの頁番号を，中央下に記入する．短報（組み上がり 2頁）の場合，1600

字程度で図表 1つにつき 400字換算とする．  

２ 原稿は，A4 版用紙を用い，出力紙とともに電子媒体で提出する．電子メール

による投稿も可とする． 

３ 表紙の記載順序は，題名，著者名，所属名，責任著者とその連絡先（メール

アドレス），Key words（5個以内）．著者名と所属名は英文を併記する． 

４ 原著論文の本文の構成は「目的」または「はじめに」，「対象」，「方法」，「結果」，

「考察」，「結語」とする．「症例報告」においては，「対象」「方法」「結果」をま

とめて「症例」とする．略語は本文初出時に，正式名称（略語）の形で記載する． 

５ 短報の本文の校正は，原著論文または症例報告に準ずる． 

６ 書体と用語は，口語体，当用漢字，現代かなづかい，ひらがな文，横書きとす

る． 

・欧文，数字，小数点は半角を使用し，句読点はコンマ「，」とピリオド「．」を

使用する．単位は CGS単位（例：ｍ ｍｍ ㎏ ㎎／dl ℃）を用いる． 

・欧文で記載される原語は欧文フォントで記入する． 

・外国の人名，文献，薬品名は必ず原語，文字は活字体を用いる． 

７ 図・表は，各 1 枚につき A4 用紙 1 枚とし，明瞭なものとする．番号（図１，

図２，・・表１，表２，・・Fig. 1, Fig. 2,・・Table 1, Table 2,・・）をつけ，

この番号に従って本文中で引用する．図の説明は別紙にまとめて記載する． 

８ 図として顔や身体の一部等の写真を使用する場合は，患部に焦点をあて，個人

が特定できないものにすること． 

９ 引用文献は，主要なもののみとし，本文には引用箇所の文末に肩付きで通し番

号をつける．記載は，引用順に一括し，下記形式に従う．  

 欧文雑誌の略称は“Index Medicus”に従い，和文雑誌は医中誌略誌名を用い

る． 



雑誌・・・・引用番号）著者名：題名．雑誌名 巻：頁－頁，発行年（西暦） 

単行本・・・引用番号）著者名：書名．第何版，引用頁（pp頁－頁），発行所，

その所在地，発行年（西暦） 

分担執筆・・引用番号）著者名：章の表題．編集者名，書名，第何版，章の頁

－頁，発行所，その所在地，発行年（西暦） 

ウエブページ・・引用番号）著者名:“Webページの題名”.Webサイトの名称.

更新日付.入手先,（入手日付） 

なお著者名は 3名までは全員記載、4名以上の場合は最初の 3名を記載し 4名

以降は他とする。またウェブサイトの名称が著者名と同じ場合、略してもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載例： 

１）今泉均，金子光治，丹野克利：津波災害による負傷者の神経内分泌学的ストレ

ス分析．日本救急医学会雑誌 6：689-694，1995 

２）法化図陽一，山本真，徳永修一，他：自動吸引装置の研究開発とその応用－人

口呼吸器を装着した患者，家族の QOL向上をめざして－．臨神経 49：877-880，

2009 

３）田中潔：医学論文の書き方．pp 1-20，医学書院，東京，1968 

４）鵜飼卓：阪神・淡路大震災．鵜飼卓（編）．事例から学ぶ災害医療，pp 35-48,

南江堂，東京，1995 

５）Sheahan DG, Jervis HR: Comparative histochemistry of gastrointestinal 

 mucosubstances. Am J Anat 146:130-132, 1976 

６）Kunduk M, Appel K, Tunec M, et al:Preliminary report of laryngeal 

phonation during mechanical ventilation via anew cuffed tracheostomy 

tube. Respir Care 55:1661-1670, 2010 

７）Bloom W, Fawcett DW: A Textbook of Histology. 10th ed, pp 179-227, 

Saunders Co, Philadelphia, 1975 

８）Berl S, Nicklas WJ, Clarke DD: Coupling of catecholamines and amino acid 

metabolism in the nervous system. In: Santini M (ed), Golgi Centennial 

Symposium: Perspectives in Neurobiology, pp 465-471, Raven Press, New 

York, 1975 

９）農林水産省食料産業局新事業創出課：“農林水産省品種登録ホームページ”．農

林水産省．http://www.hinsyu.maff.go.jp/，（参照 2014-03-05）  

10)慶應義塾大学日吉メディアセンター：“情報の生産と流通”．KITIE． 

http://project.lib.keio.ac.jp/kitie/classify/info-cycles/01.html， 

（参照 2014-03-05） 



（採否と編集） 

第７条 投稿原稿の査読は編集委員や編集委員会が指定した査読者がおこなう．採否の

決定や本誌の編集は相澤病院医学雑誌編集委員会で行う． 

  ２ 原稿は編集体裁を統一するため，編集委員会で一部変更することができる． 

 

（事務局） 

第８条 投稿原稿は以下の事務局へ郵送または電子メールで送付する． 

 〒390-8510松本市本庄 2-5-1 

 社会医療法人財団慈泉会 図書情報センター 相澤病院医学雑誌事務局  

 電子メールによる投稿 e-mail：kensyuu1@ai-hosp.or.jp 

 

本規程は 2006年 12月 1日より実施する 

2019年 10月改正 

 


